
宇陀市の人口動向について 

1. 社会増減について 

●H29 年度における市外からの転入数は、過去最高 H29：787 人

H29 年度の市外からの転入数は、H28 年度と比べて、増加 

●榛原地域は他地域と比較して社会減抑制の傾向 

榛原地域の社会増減 

H27 年度▲212、H28 年度▲162、H29 年度▲28 

＜社会動態の推移＞ 

H25 H26 H27 H28 H29
平均

(H25～H28)

 社会増減①－② ▲285 ▲360 ▲384 ▲245 ▲205 ▲319 

 市外からの転入数① 727 664 633 686 787 678 

 市外への転出数② 1,012 1,024 1,017 931 992 996 

 社会増減①－② ▲75 ▲79 ▲79 ▲71 ▲65 ▲76 

 市外からの転入数① 123 129 122 111 126 121 

 市外への転出数② 198 208 201 182 191 197 

 社会増減①－② ▲31 ▲42 ▲61 ▲37 ▲43 ▲43 

 市外からの転入数① 87 72 60 73 73 73 

 市外への転出数② 118 114 121 110 116 116 

 社会増減①－② ▲116 ▲170 ▲212 ▲162 ▲28 ▲165 

 市外からの転入数① 425 374 347 323 366 367 

 市外への転出数② 541 544 559 485 394 532 

 社会増減①－② ▲63 ▲69 ▲32 25 ▲69 ▲35 

 市外からの転入数① 92 89 104 179 222 116 

 市外への転出数② 155 158 136 154 291 151 

榛原地域

菟田野地域

大宇陀地域

室生地域

 　                    　　     年度
 区分

宇陀市全体
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2. 平成 29 年度宇陀市の人口動向  

（自然増減▲355）＋（社会増減▲205）＝ 560 人の減少 

●H25～28 年度の平均と比べると、人口減少は抑制傾向 

H25～28 年度の平均：（自然増減▲330）＋（社会増減▲319 人）＝ 649 人の減少 

●榛原地域は他地域と比較して人口減少の抑制傾向が大きい 

H25～28 年度の平均比較した H29 年度の人口減の傾向 

(【H29 年度の自然動態＋社会動態】÷【H25～28 年度の平均自然動態＋社会動態の平均】) 

→1.00 超過：平均よりも加速的に人口減少が進行 

 1.00：平均と同程度の速さで人口減少が進行 

 1.00 未満：平均よりも人口減少の進行がゆるやか 

 ・宇陀市全体：560÷649＝0.86 

 ・大宇陀地域：160÷165＝0.97 

 ・菟田野地域：98÷101＝0.97 

 ・榛 原 地 域：167÷271＝0.62

 ・室 生 地 域：135÷112＝1.21 

＜人口動向の推移＞ 

H25 H26 H27 H28 H29
平均

(H25～H28)

 自然動態①＋社会動態② ▲641 ▲690 ▲703 ▲560 ▲560 ▲649 

 自然動態① ▲356 ▲330 ▲319 ▲315 ▲355 ▲330 

 社会動態② ▲285 ▲360 ▲384 ▲245 ▲205 ▲319 

 自然動態①＋社会動態② ▲158 ▲151 ▲181 ▲170 ▲160 ▲165 

 自然動態① ▲83 ▲72 ▲102 ▲99 ▲95 ▲89 

 社会動態② ▲75 ▲79 ▲79 ▲71 ▲65 ▲76 

 自然動態①＋社会動態② ▲97 ▲113 ▲115 ▲77 ▲98 ▲101 

 自然動態① ▲66 ▲71 ▲54 ▲40 ▲55 ▲58 

 社会動態② ▲31 ▲42 ▲61 ▲37 ▲43 ▲43 

 自然動態①＋社会動態② ▲238 ▲276 ▲300 ▲271 ▲167 ▲271 

 自然動態① ▲122 ▲106 ▲88 ▲109 ▲139 ▲106 

 社会動態② ▲116 ▲170 ▲212 ▲162 ▲28 ▲165 

 自然動態①＋社会動態② ▲148 ▲150 ▲107 ▲42 ▲135 ▲112 

 自然動態① ▲85 ▲81 ▲75 ▲67 ▲66 ▲77 

 社会動態② ▲63 ▲69 ▲32 25 ▲69 ▲35 

室生地域

 　                    　　     年度
 区分

宇陀市全体

大宇陀地域

菟田野地域

榛原地域
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3. 移住の状況について 

市内への定住促進奨励金の交付状況に基づき、移住の状況を整理 

≪参考≫ 宇陀市定住促進奨励金 

定住を目的として、住宅取得した交付対象者の方に「宇陀市ウッピー商品券」を交付 

平成 23 年度から実施、平成 27年度には子育て支援加算(同居する子どもの人数に応じて、「宇

陀市ウッピー商品券」を加算)を追加で実施 

市外からの転入者の場合は転入日から 1年以内に住宅を取得した方、市民の場合は住宅を取得し

た方が交付対象者 
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●定住促進奨励金の交付件数が増加傾向 

交付件数：H27 年度 58 件→H29 年度 64 件 

市外からの転入に対する交付は H27 年度から横ばい、市内での転居に対する交付は H27 年度から

増加傾向 

＜定住促進奨励金の交付件数＞ 

●榛原地域への交付件数が増加傾向 

榛原地域への交付件数：H27 年度 41 件→H29 年度 55 件 

大宇陀地域・菟田野地域は横ばい、室生地域は減少傾向 

榛原地域については、市外からの転入、市内での転居ともに増加傾向 

＜定住先別の定住促進奨励金の交付件数＞ 

＜定住先別の定住促進奨励金の交付件数(内訳)＞ 

H27 H28 H29

総数 58 57 64

市外からの転入件数 29 20 28

市内での転居件数 29 37 36

単位：件

H27 H28 H29

総数 58 57 64

大宇陀地域 2 4 4

菟田野地域 3 3 2

榛原地域 41 41 55

室生地域 12 9 3

単位：件

H27 H28 H29

総数 市外からの転入件数 29 20 28

市内での転居件数 29 37 36

大宇陀地域 市外からの転入件数 0 3 1

市内での転居件数 2 1 3

菟田野地域 市外からの転入件数 2 0 0

市内での転居件数 1 3 2

榛原地域 市外からの転入件数 20 13 25

市内での転居件数 21 28 30

室生地域 市外からの転入件数 7 4 2

市内での転居件数 5 5 1

単位：件

25



●子育て世帯への交付が増加傾向 

同居する子どもがいる世帯(子育て世帯)への交付件数：H27年度 21 件→H29 年度 44 件 

＜同居する子どもの有無別の定住促進奨励金の交付件数＞ 

●子育て世帯への交付は榛原地域に集中 

榛原地域の子育て世帯への交付件数：H27 年度 16 件→H29 年度 36 件 

榛原地域の子育て世帯への交付件数は市外からの転入者、市内での転居者ともに増加傾向 

＜同居する子どもがいる世帯への定住先別の定住促進奨励金の交付件数＞ 

＜同居する子どもがいる世帯への定住先別の定住促進奨励金の交付件数(内訳)＞ 

   ⇒榛原地域への子育て世帯の定住が増加 

H27 H28 H29

総数 58 57 64

同居する子どもがいる 21 36 44

同居する子どもがいない 37 21 20

単位：件

H27 H28 H29

総数 21 36 44

大宇陀地域 1 3 4

菟田野地域 2 2 2

榛原地域 16 27 36

室生地域 2 4 2

単位：件

H27 H28 H29

総数 市外からの転入件数 8 11 15

市内での転居件数 13 25 29

大宇陀地域 市外からの転入件数 0 2 1

市内での転居件数 1 1 3

菟田野地域 市外からの転入件数 1 0 0

市内での転居件数 1 2 2

榛原地域 市外からの転入件数 7 8 13

市内での転居件数 9 19 23

室生地域 市外からの転入件数 0 1 1

市内での転居件数 2 3 1

単位：件
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4. 市内での転居の状況について 

住民基本台帳に基づき、市内での転居の状況を整理 

●榛原地域への転居が増加傾向 

市内での転居については、各地域内での転居が中心 

他地域への転居に着目すると、榛原地域への転居が増加傾向 

＜市内での転居の状況＞

H26 年度 H27 年度

H28 年度 H29 年度
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